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日本大学芸術学部映画学科 沿革

1921年（大正10年）
東京都神田三崎町、日本大学法文学部内に美学科（現芸術学部）を設置

1924年（大正13年）
法文学部美学科を文学科文学芸術専攻と改称
専門部芸術科の前身である専門部文科文学芸術専攻が併設

1929年（昭和4年）
法文学部文学科芸術学専攻に映画課程を設置
専門部文科文学芸術専攻に映画部門を設置

1931年（昭和6年）
法文学部（芸術学専攻）・専門部（文学芸術専攻）ともに東京神田鈴木町に移転

1933年（昭和8年）
日本の映画界が本格的にトーキー時代を向かえる中、東京本郷金助町に移転し、
実習室を整備するなど実践面での強化が図られる
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江古田校舎東棟地下 ネガフィルム倉庫
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日本大学芸術学部映画学科 沿革

1939年（昭和14年）
板橋区江古田（現在の江古田校舎）に移転し、実践中心のカリキュラムの基礎が築かれる

1944年（昭和19年）
教育に関する戦時非常措置により理科系統に転換し、専門部工科の中に写真工業科、
映画工業科の2科を設置

1949年（昭和24年）
学制改革により新制学部に移行、芸術学部となり、写真・映画・美術・音楽・文芸の5学科
を設置（後に演劇・放送・デザインの3学科を増設し、現在の8学科となる）

1971年（昭和46年）
大阪万博（1970年）を契機として、新たな映像時代の到来に対応するため映像コースを
設置（理論・評論、映像、脚本、監督、撮影・録音、演技の6コース制となる）

2012年（平成24年）
デジタル時代にふさわしい「映画」を学ぶため、映像表現・理論コースを設置（映像表現・
理論（理論・批評専攻、シナリオ専攻、映像専攻）監督、撮影・録音、演技の4コース制と
なる）
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江古田校舎東棟4階 ビデオ室に保管されているVTR各種
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江古田校舎東棟2階 フィルム・ビデオ ライブラリー室
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江古田校舎東棟2階 フィルム・ビデオ ライブラリー室
（卒業制作）
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［保管しているビデオテープ原版の概要］

卒業制作：劇映画、ドキュメンタリー、アニメーション等

昭和59年度（1984年度）〜平成7年度（1995年度）
1インチ ： 約80本

平成8年度（1996年度）〜平成15年度（2003年度）
D 2 ： 約60本

平成16年度（2004年度）〜平成28年度（2016年度）
HDCAM ： 約300本
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保存メディア：SONY 外付けHDD PSZ-HA1T
種 類 ：QuickTimeムービー
大きさ ：1920 × 1080
コーデック ：Apple ProRes 422 HQ
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江古田校舎東棟2階 フィルム・ビデオ ライブラリー室
（卒業計画）
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［保管しているビデオテープ原版の概要］

卒業計画（論文のみ、又は制作と報告論文を併せた成果）：
劇映画、ドキュメンタリー、アニメーション、実験映像、
ビデオアート、ミュージックビデオ、インスタレーション等々

昭和49年度（1974年度）〜平成5年度（1993年度）
Uマチック ： 約80本

昭和57年度（1982年度）〜平成4年度（1992年度）
1インチ ： 約20本

平成16年度（2004年度）〜平成28年度（2016年度）
BETACAM ： 約60本
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［マグネティック・テープ・アラートに対する問題意識］

１、機材の問題：メンテナンスの停止

２、テープの問題：カセットの耐久性／磁性体の剥離

３、運用の問題：人員や予算の確保

「上記３点だけでも、一度のローディング事故で、その後の作業に致
命的な問題が生じるなど、タスクの複雑さ（特にテープの種類が複数
の場合）に対して、責任とリスクのバランスが取れない」

※ 映画学科では制作者と大学とが共有することで、ファイル化する際に生じる著作権
の問題は回避可能と考えている。
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［マグネティック・テープ・アラートに対する対応案？］

１、製品設計図の保管

２、設計を含む関係者の連絡先リスト作成

３、各種情報の共有プラットフォームの作成

「上記については、国立映画アーカイブによる今回のイベントもその
一端であろうし、日本映像アーキビスト協会の設立など、環境作りは
徐々に進んでいるものと思われる」

※ 映画学科では6mmテープ、16mmシネテープ、DATなどの音声用テープの問題
も同質と考えている。
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